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今月の表紙



農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会
　
　
　 

　

代
表
理
事
会
長
　
小
野
寺 

俊
　
幸

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

　

組
合
員・役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業
協
同

組
合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ
れ
、

今
年
で
73
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、

農
業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通

じ
、「
農
業
生
産
力
の
増
進
」
と
「
農

業
者
の
経
済
的
社
会
的
地
位
の
向

上
」
を
図
り
、
国
民
経
済
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農

協
法
が
制
定
さ
れ
、
農
協
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者

の
た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組

合
原
則
に
掲
げ
る「
自
主
・
自
立
」「
民

主
的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、
相
互

扶
助
の
精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難

な
状
況
を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆

様
の
営
農
と
生
活
の
安
定
並
び
に
よ

り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

い
う
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ウ
イ
ル
ス
が
、
世
界
的
に
感
染
拡
大

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
、
道
民
に
対
し
北
海
道
農
業

か
ら
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
農
業

と
人
、
農
村
と
都
市
、
生
産
者
と
消

費
者
（
生
活
者
）
の
関
係
の
あ
り
方

を
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！
Ｈ
Ｏ

Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
（
ア
グ
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
ホ
ッ
カ
イ
ド
ウ
）」
と
題
し
た
取

組
み
を
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
一

丸
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！
Ｈ

Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
」
は
、
主
に
次
の

３
つ
を
テ
ー
マ
と
し
た
行
動
で
あ

り
、
ま
ず
一
つ
は
日
頃
、
北
海
道
産

農
畜
産
物
を
食
べ
て
い
た
だ
い
て
い

る
感
謝
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ

と
、
次
に
食
料
自
給
率
の
重
要
性
に

関
す
る
理
解
促
進
と
具
体
的
な
行
動

変
容
を
求
め
る
こ
と
、
最
後
に
よ
り

多
く
の
方
に
気
軽
に
農
業
に
接
す
る

機
会
を
増
や
し
て
も
ら
う
（
パ
ラ
レ

ル
ノ
ー
カ
ー
）
た
め
の
国
民
に
向
け

た
情
報
発
信
で
あ
り
、
第
29
回
Ｊ
Ａ

北
海
道
大
会
で
決
議
い
た
し
ま
し
た

「
北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る

『
力
強
い
農
業
』
と
『
豊
か
な
魅
力

あ
る
農
村
』
の
実
現
」
と
「
農
業
所

得
の
増
大
と
、
多
様
な
担
い
手
の
確

保
・
育
成
」、「
次
代
に
つ
な
げ
る
協

同
組
合
の
価
値
と
実
践
」
の
一
環
と

し
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
は
、
協
同
組
合
の
理

念
と
精
神
を
事
業
の
拠
り
所
と
し
、

今
後
と
も
組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希

望
を
持
っ
て
営
農
と
生
活
が
続
け
ら

れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
地
域
農

業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展
に
全
力
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
、

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。
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農業経営基盤強化準備⾦制度を活⽤されている農業者のみなさまへ

農業経営基盤強化準備⾦制度の
対象資産についてのお知らせ

特例の適⽤には、資産の取得前に農業経営改善計画等の認定
（変更の認定を含む）を受け、機械の取得計画に取得を希望
する資産を追加する必要があります。
詳しくは、市町村（複数市町村で営農している場合は都道府
県⼜は国）にご相談ください。

農業経営基盤強化準備⾦ 検索

農業経営基盤強化準備⾦制度の適⽤を受けるためには、確定申告書に農林⽔産⼤⾂の証明書の
添付が必要です。
証明書の申請⼿続については、お気軽に地⽅農政局や県拠点にお問い合わせください。

農業経営基盤強化準備⾦制度については、こちらから

裏⾯に対象資産の⼀覧を記載しています。。。

農地集積の進展に伴い、農業現場において、農業者の⽅が⾃らパワーショベルなどを⽤いて
畦畔除去など簡易なほ場整備を⾏う事例が増加しています。
以下の機械についても、農業経営基盤強化準備⾦制度の対象資産となりますので、お知らせし

ます。

このパンフレットに関するお問合せ先：農林⽔産省経営局経営政策課（電話 03‐3502‐6441）

パワーショベル

ブルドーザー
などの⾃⾛式作業⽤機械

対象資産となる機械

！ 専ら農業用に使用していただく必要があります。
！ 令和２年10月５日以降に農林水産大臣の証明を受ける資産に適用されます。
！ 中古品は対象となりません。
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お知らせ　　　農業経営基盤強化準備金制度の対象資産について
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　年金友の会では、新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、今年度全ての行事を中止することとしました。
そのような中でも会員の皆様に少しでも楽しんでいただける様にプレゼント抽選会が企画されました。
　10 月 20 日（火）に愛別地区年金友の会、21 日（水）に上川地区年金友の会にて応募はがきの抽選
会が実施されました。応募総数は両地区合計 451 名でした。
　当日は会長・組合長が抽選し、各地区の 20 名の方にギフト券や農産物詰め合わせなどが送られるこ
ととなりました。
　なお、プレゼント当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。
　当選された方、おめでとうございます！

年金友の会　プレゼント抽選会を実施しました！

年間 購読料 19,263円（増刊込・年14冊）
●通常号 943円 送料154円
●新年号 1,205円 送料205円

道内農業者と共に67年。「潮流」「農政の裏側」コーナーでは最新の農政問題を道内向け
に分かりやすく解説。「技術特集」コーナーでは省力化技術から、湿害対策、野菜収穫機、
新規作物など注目技術を紹介。自動操舵システムの連載の他、農家の生活に密着した「い
きいき夢家族」「マイホーム拝見」「クッキングたいむ」などのコーナーも人気です。
この機会に、ぜひご購読ください。

●夏増刊号 1,466円 送料134円
●秋増刊号 3,981円 送料205円

農業をリードする北海道の専門誌

税10％込

愛別地区年金友の会 上川地区年金友の会
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警察官や官公庁職員、金融機関職員等をかたったサギ電話に注意

　９月 18 日以降、旭川市内や札幌市内及びその近郊の高齢者宅に警察官や官公庁職員、金融機関職員を
かたった者から、
　　　・高額医療費の還付がある
　　　・キャッシュカードが古くて交換しなければ受け取れない
　　　　（令和になりキャッシュカードが使えない）
　　　・詐欺の犯人グループを逮捕した
　　　・あなたのキャッシュカードが使われている
　　　・逮捕した犯人があなたの保険証と通帳を持っていた
　　　・紛失していないか

　などというサギ電話が複数かかってきており、札幌市手稲区及び千歳市ではその話を信じてしまい、
自宅に来た犯人にキャッシュカード等をだまし取られる被害が発生しています。
　このような電話は、ご家族や知人の元にいつかかってくるか分かりません。
　手口を知っていても、犯人の巧みな話術により詐欺電話の内容が現実に起きている事柄であると思い
込み、冷静に判断できずにだまされてしまいます。
　自分やご家族も詐欺の電話を受ける可能性があることを日頃から意識し、留守番電話設定や迷惑電話
対策機能付き電話機を使って詐欺電話に備えましょう。
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すろーライフ 2章

　 積丹半島巡りを経験したのはかれこれ３０年ほど前のことである。
岬に近い宿に泊まり、朝晩の食事は勿論ウニ三昧だった。八角という
名の深海魚の刺身も強烈な記憶として思い出される。帰りのバスは日
本海側の町から峠越えするコースだった。今となってはその時のルート
を指でナゾルことは出来ない。しかし、今も強烈な印象として泊村原
子力発電所前の国道を走ったことが思い出される。
　目に飛び込む泊村の建物も異郷地のそれと見間違う程だった。「国
からの交付金が村を変えた。」との感想を当時抱いたのだろう。
　今その泊村の南北に位置する小さな村と町が原発の高レベル放射
性廃棄物の最終処分地選定に名乗りを上げ、俄かにクローズアップされ始めた。住民の考え方も分かれる。地下
深くに地層処分する核のゴミは、放射能が安全なレベルに下がるまで１０万年を要すると言われている。現在操業
中停止中併せて３３基の原子炉が日本には建設された。建設当初から問題だったのが廃棄物の処理だった。当時
の原発導入の関係者の論理は『核融合炉が出来ると思っていた』というものだった。
　地層処分などしなくても、核融合炉で核のゴミを燃やそうとの考えが優先した時代があった。がそんな技術は
実現出来なかった。原子力技術史上最悪の誤算だった。―２０２０年１０月４日北海道新聞朝刊特集による―その
誤算の解決法として国内の市町村へ、核のゴミ処分場候補地としての手上げを懇願する歴史が始まった。それに
は大きな交付金が見返りとしてあった。子供の背丈ほどの円柱形のガラス固化体に換算して約２万６千本が、すで
に地中に処分されるのを待っている現実がある。二酸化炭素を発生しない未来志向の電力供給源として、華々し
く脚光を浴びた原子力発電所は、その脆さを世界に露呈した。
　１９８６年ソビエト連邦チェルノブイリ原子力発電所から広島型原爆の何倍もの放射能が放出され史上最大の原
発事故のひとつとなり、事故後その村に人が住むことはなかった。そして２０１１年３月東京電力福島第一原子力
発電所で発生した炉心溶融（メルトダウン）の事故。
　放射性物質の放出を伴い広範囲の住民を巻き込んだ。今現場近くには汚染水の貯蔵タンク群が犇めき、更に除
染作業で生まれた汚染土も異様な黒い塊として現在も点在する。
　環境倫理学の加藤尚武教授は一連の「核のゴミ」の処分問題について『世代間倫理』という考え方を提示され
ている。現代世代は未来世代の生存に責任があるという考え方だ。
　まだ生まれてもいない世代の同意を得られない事案は、無条件に未来への責任が負えるような状態で継承する
ことと説かれている。
　地下の施設で使われる今のセメントも開発されてまだ１５０年しか経過していない。耐用試験もたかだか１５０
年間しか出来ていない。前述の教授は結論として「合理的に処分するとすれば、無人の砂漠の真ん中に捨てるなど、
地球上で最も安全な場所を探してそこに破棄する」、仮に国内で処分するなら「今後人が住みそうもない場所に捨
てるのが一番罪は少ないのでは。広い土地は国が買い取り住民のいない場所をつくりそこに埋める」。過去の失
敗のツケを原発の恩恵を受けない若い世代や、これから生れて来る世代が引き受けることは理不尽この上ないと
教授は結んでいる　　
　１０万年後の世代をも巻き込む大命題であり、先送りの猶予が効かない現実がある。

『核のゴミ処分場〜国からの交付金が村を変えた…』

　タテのカギ↓

　ヨコのカギ→

解答 Ａ Ｂ Ｃ E Ｄ
ヒ メ リ ン ゴ

先月号の
答え
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第
８
回
定
例
理
事
会

13
日	

企
画
会
議

21
日	

第
６
回
上
川
地
区
農
協
組
合
長
会
議

23
日	

第
９
回
定
例
理
事
会

31
日	

10
月
末
給
油
所
実
施
棚
卸

10
月

Ｊ
Ａ
の
あ
ゆ
み

（令和 2 年 9 月 25日現在）

正組合員戸数	 321 戸

総組合員数	 2,299 名

　正組合員数	 503 名

　　うち団体数	 33 団体

　准組合員数	 1,800 名

　　うち団体数	 60 団体

令
和
２
年
９
月
25
日
開
催

■
報
告
事
項

１　

組
合
員
の
脱
退
に
つ
い
て

　
　

３
名
の
脱
退
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２　

燃
料
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

第
７
回
理
事
会
の
承
認
内
容
に
基
づ
き
、
支
給
内

容
を
報
告
し
た
。

３　

第
２
回
農
家
経
済
対
策
委
員
会
の
開
催
内
容
報
告
に

つ
い
て

　
　

８
月
31
日
開
催
の
農
家
経
済
対
策
委
員
会
の
顛
末

に
つ
い
て
報
告
し
た
。

４　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
取
得
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

５　

要
領
の
制
定
並
び
に一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
要
領
改
正
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

■
議　

事

１　

出
資
金
の
譲
渡
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
譲
渡
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

２　

組
合
員
の
加
入
報
告
並
び
に
組
合
員
資
格
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
譲
渡
加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

３　

規
程
類
の一部
改
正
に
つ
い
て

　
　

２
件
の
規
程
改
正
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

４　

酪
農
畜
産
草
地
更
新
事
業
に
つ
い
て

　
　

１
件
の
実
施
計
画
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

５　

資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

３
件
の
融
資
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

６　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
融
資
に
つ
い
て

　
　

１
名
の
理
事
に
対
す
る
融
資
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た
。組合員のうごき
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11月は、労働保険適用促進強化期間です！

事業主の皆さん。労働保険の加入はお済みですか？

労働保険に加入して、従業員の方々が安心して働け
る職場にしましょう。

労働保険とは、労災保険と雇用保険の総称で、労働
者の生活の安定、福祉の増進等を図ることを目的に、
国が直接管理運営している保険です。

農林水産業の一部を除き、労働者を一人でも雇用す

る事業については、法人・個人を問わず加入が義務づ

けられています。

【お問い合わせ先】
厚生労働省北海道労働局総務部労働保険徴収課（011-709-2311）

または最寄りの労働基準監督署・公共職業安定所（ﾊﾛｰﾜｰｸ）
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今月の
　　オススメ


